



































変化を一掃せよ） 」が掲載された。この「牛鬼蛇神（妖怪変化） 」とは仏教用語に由来する表現で、邪悪な人間に対する比喩として用いられるが、文革時には掃討されるべき対象を総称した。具体的には地主、富農、反革命分子、悪質分子、右派分子、裏切り者、スパイ、走資派、反動的学術権威などを指す この「反動的学術権威」とは知識人のことであるが、彼らは「牛鬼蛇神」の中でも九番目という最下位の序列とされた とから特 「臭老九（九番目の鼻つまみ者） 」と称された。また上述 九者以外であっても、造反派（文革派）によって打倒対象と認定され











































  このタイプの知識人 多くは、建国後、共産党と 関わりにおいて「極めて積極的 、非常 大きな信任を得、一貫して大きな幸運に恵まれてきた」にも関わ ず、文革期に「突如革命の対象となっ 者たち」である。彼らの多くは、立場の急激な変化や長期 わたって繰り返される苦難 よ 精神的打撃から「幻滅と絶









































































京の人民文学出版社から上中下の三巻本として出版された は文革終結後、 九八〇年以降 こと ある。　
新中国において豊子愷が創作を避けるようになった背景について、豊の弟 で、豊とともに上海美術界大会（一

















協会（現、中国美術家協会）上海分会の主席構成員の一名 選出された。翌年には、上海市第一回文学芸術工作者代表大 で美術界代表者の一人に、また上海市第一回文学芸術工作者連合会では理事に選ばれている。その後は一九五八年に上海市第三回人民代表大会代表、全国政治協商会議委員、一九六〇年に 上海中国画院院長 中国対外文化協会上海分 副会長などの要職に任じられるなど、豊もまた多くの知識人と同様、否応なく体制へと組み込まれていった。
















































  私の田舎では、伯伯とは必ずしも敬称ではない。 「幽霊」は「幽霊伯伯」で、泥棒は「泥棒伯伯」 、皇帝は「皇帝伯伯」である。だから猫のことを「猫伯伯」と呼んでも差し支えないだろう。だいたい普通と違っていて、人の注目を集めるような人なら、誰のことも皮肉をこめて「伯伯」と呼んでも構わないのだ。
　
随筆「阿咪」で、豊子愷は以前から愛猫を題材に文章を書きたかったが、そのような文章は「世間の道理にも人






















































































































考えられるが、文革当時は宗教活動は全面的に禁止されており、仏教書を所有しているだけでも本人 みならずその家族にも累の及ぶ非常に危険な行為であった。上海文芸界 最重要人物の一 と 、幾多の批判攻撃にさされて来た豊子愷がそれを知らない訳 ない。身動きの取れない軟禁状態に置 れた晩年の豊が 同書を敢えて再解釈しようとする姿は自身の人生の総仕上げを行おうとしているか ようである。豊子愷 終戦時 台湾への移住をも視野に台湾視察の旅に出ているが、最終的には台湾 はなく新中国を選択し 。豊は自らの思想的根幹とも言うべき仏教との縁を繋いだ『大乗起信論新釈』を再度解釈し 翻訳と う作業 することで、共産党政権に理想を託した自らの選択 ついて振り返ろうとしてい のかもしれ　
一九七二年末、豊子愷は所属機関である中国画院の工宣隊より「解放」を告げられた。もっとも、この「解放」
とは豊子愷が息子の豊新枚を安心させ ために用 た言葉 過ぎず 実際に画院 下 た審査結果は これ以
























































況などの点で豊子愷をはるかに凌いで た。文革時には前述のように豊子愷、周信芳と に上海 三大攻撃対象とされていたが、上述のような理由から巴金が受けた批判攻撃 ある意味では豊子愷よりも激 いも あったと言えるかもしれない。前 楊鳳城は巴金を第二類型「自責 罪悪感を抱くタイプ」 特に「旧社会 経てきた知識分子」に分類する。楊鳳城はこのタイプの特徴として 自ら 出身や経歴 対する「根深い罪悪感 を指摘し










































まず「世事は浮雲の如し」と考え、いたずら 焦るのではなく、心を広く大きく保ち 達観の境地に到達することである。豊子愷 また「詩中多楽地、酔境不知老」と詠い、 の秘訣は詩と酒にあると述べた。これは無論、詩や酒の世界に逃げて現実を紛らわせる いう意味ではない。豊は自らが「詩中」 「酔の境地」に遊ぶこ で、文革の過酷な現実を超越したように、自らに連座して不本意な状況に追 や た息 にも、そ することで現実を超越し、おおらかな心で時を待つよう 語ってみせたのである。　
当時、知識人のなかには耐え難い現実 自殺を選ぶ者も多く現れた。しかし、何としてもこの過酷な時間を生き











































































































































































優の家柄で、一九一九年頃から演目の刷新 着手 後に「麟派」と呼ばれる芸風を確立 抗日戦争時 は抗日救亡運動に参加し、



































































なった（豊陳宝・豊一吟編『豊子愷文集』第六巻、浙江文芸出版社・浙江教育出版社、一九九六年、六五三頁） 。尚、同書は豊子愷の死後に出版されたが、一九八三年五月に全三三篇のうち一七篇が『縁縁堂随筆集』 （豊 吟編、浙江文芸出版社）に収録され、後に上記『豊子愷文集』 （浙江文芸出版社・浙江教育出版社、一九九二年六月初版）にて初めて全文が公開された。
（
45）　

































































馬一浮（一八八三―一九六七）浙江省会稽（現紹興）出身 原名は浮、字は 佛、幼名は福田、号は湛翁、蠲翁、蠲叟 蠲劇
老人など。新儒家学派の代表的人物で、梁漱溟や熊十力とともに「新儒学三聖人」と称される。一八九八年に魯迅や周作人らとともに科挙の県試を受けて首席合格。翌年上海で外国語を学び、一九〇三年米国に、また一九〇四―〇五年日本に留学。帰国後は孫文の辛亥革命を支持。一九一八年蔡元培の依頼により北京大 文化学科長となるが、大学当局との意見の相違から退職。抗戦期には浙江大学教授や復性書院院長などを務める。戦後は上海文物保管委員会委員、浙江文史館館長、中央文史館副館長などを歴任。文革期には反動的学術権威として批判攻撃され、不遇のうちに病死。
（
61）　
馬一浮の豊子愷への思想的影響については、大野公賀『中華民国期の豊子愷
　
芸術と宗教の融合を求めて』 （汲古書院、二〇
一三年）で論じた。
 
―おおの
　
きみか・東洋大学法学部教授―
文化大革命期の中国知識人〔大野　公賀〕
（50）309
